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リ -

マ ン面の モ ジ ュ ライ空間および写像類群の幾何学的研究は,
一

般理論の

構築がひと段落した現在 , 一 般理論と具体例の せめぎあう場所で の より深 い研

究が必要となりつ つ ある ｡ モ ジ ュ ライ空間の もっ とも基本的なコ ホモ ロ ジ ー 類

である森田 M u m fb r d 類の根本にあるのは写像類群の J o h n s o n 準同型であっ

て ､ その モ ジ ュ ライ空間に 剖ナる複素解析的な対応物が ､ 本学位論文の主たる

研究課題で ある調和体積で ある o この ように調和体積はリ
ー

マ ン面 の モ ジ ュ

ライ空間の幾何に基本的重要性をも つ もの であるが , 創始者の B . H a r ris に

よる F e r m a t 四次曲禄につ い て の 計算を除けば､ M . P u lt e
,
G . C e r e s a

,
W .

F a u c et七e
,
R . H ai n 等の 一 連の研尭は重要 で はあるが 一 般理論 の展開という

こ とにな る｡ 本論文の 目指すと ころは ､ 具体的なリ
ー

マ ン面 につ い て 調和体積

の具体的な値を求める ことにあっ て ､
一

般理論と具体例が相互作用する, よ り

深 い研究のため の先駆けセあるという ことができよう .

田所氏は､ 本論文および参考論文にお い て幾つ か の具体的なリ
ー

マ ン面につ

い て調和体積を具体的に計算して い る｡ 調和体積の定義には C h e n の 反復積分

があらわれるので､ それが超幾何関数が関係するだろうという こ とはある程度

予想されるが , 実際の具体的なリ
ー

マ ン面に つ い て , 具体的にどの特殊関数が

関係するか ? という問題ははるかに難しい と思われる ｡ 超幾何関数と射影直線

上 の分岐被覆の構造を用 い て ､ 具体的なリ ー マ ン面
/̀
c に つ い て 調和体積が 0

になるか どうか ? を決定しよう ｡ とい うのが田所氏の本論文で の研究 である ｡

喜郎口体積のある部分が 0 にならない こ とが分かれば､ J a c o bi 多様体 J( C ) の

( ホモ ロ ジ ー 的には自明な) 代数的サイクル C - C -- が代数的には非自明であ

る こ とがわか る o こ れらは ､ G ･ C e r ? s a によ っ て 種数 3 以上
の g e n e ri c な

リ ー マ ン面 につ い て 0 で ない ことは知られて い るが ､ 具体的にどのリ
ー マ ン面

に つ い て 0 でない か という こ とに つ い て は B . H a r ris によ る F e r m a t 四 次曲

線の例の他は知られ て いなか っ たよう である ｡

論文 の第
一

部で は K l ei n 四次申禄に つ いて計算して いる ｡ そ の調和体積の
一

部 を超幾何関数 3 F 2 の 特殊値 であらわし, とく に上述の代数的サイクルが

K lei n 四 次曲線につ い ては非自明である こ とを証明した｡ 分岐被覆の記述方法

の 一

つ で ある H u r w it z 系 を用 い K lei n 四次曲線 の対称性を活用した計算を

実行して い る ｡ 調和体積と超幾何関数の関係を具体的に明らかにした点に大き

な意義がある o

論文の第三部で は , 修士論文である参考論文に引き続き､ 超楕円曲線 の点つ

き調和体積を計算して いる ｡ 調和体積の
一

般理論で は ､ 通常 ､ 調和体積そ の も

T y p e s et b y .4 M S
一 聯

1



2

の よりも､ そ の 二倍が意味をもち ､ 超楕円曲線の調和体積の 二倍は 0 となるた

め見過ごされてきた｡ 超楕円曲線の調和体積そのものが非自明であり ､ 幾何学

的な意味をもつ こと を明らかにした点で参考論文および論文第 二部は独創性を

もつ ｡ 実際の計算にあたり､ 複素解析的なもの と､ 純粋に位相幾何的なもの の

二 つq) 手法 を提示した こ とに も意義がある .

論文の第三部では, F e r m a t 六次曲線につ い て ､ 第
一

部 と同様に ､ 調和体積

の 一 部 を超幾何関数 3 F 2 の特殊値であらわ し､ とく に上述の代数的サイクル

が F e r m a t 六次曲線につ い て も非自明である こ とを証明した.

これらの論文の結果は , いく つ か の特殊例の計算である とはし) え , リ
ー

マ ン

面の モ ジ ュ ライ空間q) 複素解析的また位相幾何学的研究に ､ 将来の展望および

多大の示唆を与えるもの である ｡

よ っ て ､ 論文提出者 田所勇樹 は博士 ( 数理科学) . の 学位を受ける
に充分

な資格がある と認める｡




